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「研究者を待っている『１４３０万件の真実』」（キム・ドヒョン東京特派員、東京発） 

 

（小見出し）近代日本の公文書の宝庫「アジア歴史資料センター」 

 

「アジア歴史資料センターのホームページで韓日近代史に関する公文書の資料を検索

すれば、日本軍慰安婦の実態は決して虚像ではないことが分かる」。 

 先月末、記者が訪問したアジア歴史資料センターのムタ・ショウヘイ調整専門官はこ

のセンターの存在意義をこう説明しつつ、韓国の研究者らによる積極的な利用をお願い

した。２００１年１１月に独立行政法人として発足したこのセンターは、明治初期から

第二次世界大戦の敗戦までの日本政府の機密外交文書等、公文書をデジタル化し、オン

ラインを通じて無料で提供している。韓国等の周辺国と歴史的事実を共有することが何

よりも重要だとの判断から、日本政府に不利な情報も隠さずに公開している。日韓近代

史の宝庫と言えよう。 

 このセンターの設立は、「隣国と関係のある歴史を直視するためには、歴史研究を支

援する事業が必要である」という１９９４年当時の村山総理の談話に基づいて進められ

た。７年間の紆余曲折の末に開設されたこのセンターは、国立公文書館、外務省外交史

料館、防衛省防衛研究所図書館の３つの政府機関が所蔵している近現代の公文書を毎年

１５万～２０万件（２５０万～２７０万画像）ずつデジタル化する作業を行っている。

３千万画像にもなる資料全体のデジタル化は４～５年後には終了する見込みだ。今現在

提供している画像は１４３０万件。 

 ホームページの検索欄に「朝鮮 韓国」という検索後を入力すれば、４万５６１３件

の資料が出てくる。「尹奉吉 執行」という言葉で検索すれば３１件が出てくる。最後

に尹義士が処刑される写真が含まれる「極秘」の資料も出てくる。日本軍慰安婦の資料

検索には限界がある。当時の日本政府や軍部が、慰安所、軍慰安所総業部等、事実関係

を歪曲する用語を使っていたためである。資料センターは公文書の用語と利用者が検索

に用いる用語の間のギャップを埋めるため、「辞書機能」も提供している。 

 アジア重視政策をとる福田総理は、官房長官時代にアジア歴史資料センターのデジタ

ル化作業を進める等、公文書の保管や管理に大きな関心を示していたことで知られてい

る。８０代の高齢にも拘らず、独島（ママ）研究のため、毎年数回訪日し、国立公文書

館を訪問しているチェ・ソミョン国際韓国研究院長は、「日本と真正面から相対するた

めには彼らの公文書資料を積極的に研究する必要がある」と述べ、韓国人研究者の奮起

を促した。 

 

 

 


